
園児動線

保育士動線

イベント時、地域の方々

動線計画

遊戯室

2,3 才

4,5 才

0,1 才

職員室

園舎
よちよち

の庭

回廊デッキ

散策の小路

まちの縁側

だんだんデッキ

みんな

の庭
P

保育士
保護者

子どもの
と
の発育

「心」    「体」

地 域

地域交流スペース

保育部門

管理部門

ゾーニング

■ 子どもたちが生活する場としてふさわしく、安心で快適な空間　【提案課題①】

保育における外部︓性格の異なる「6つの外部」 見守られる安心感と見渡せる安心感を得る

１．様々なイベントや幼児の遊び場となる 「みんなの庭(園庭)」
２．乳児専用の  「よちよちの庭」
３．子どもたちの自然体験をうながす  「散策の小路」
４．観覧席にもなる、丘のような  「だんだんデッキ」
５．高さ約2.7ｍで園庭を囲む  「回廊デッキ」
６．保護者や地域にひらかれた  「まちの縁側」

発育を支え、見守る「スタジアム」のように
見渡せる保育所をつくる

■平面構成(ゾーニング)

■木造平屋の園舎

■子どもが長時間過ごす施設として、心理的に安心して過ごせる室内空間

■安全性や衛生面に配慮した施設

各部屋は直感的に
わかりやすいレイアウトとする。

■わかりやすい動線計画
子どもたちや職員の一日の
活動が円滑になるよう、
空間的な連続性を確保した。

■速やかな避難計画
中庭型の明快なプランと動線は
速やかな避難を可能とする。

【子どもたちの大きなスタジアム】

保護者、保育士、地域に見守られ
子どもたちの心身は健全に発達する

■閑静な周辺環境と調和する外観デザイン

外周部は建物高さを抑え、
周辺環境に対して吐出しないよう配慮し、
利用者や地域に親しまれる外観デザインとする。
(素材、色彩、アクセントなどのデザインは検討)

・コストや工法を考慮のうえ、「木造平屋」とし、温かみのある木材を多用する。
◆防火壁1000㎡区画により、柱や内装は木造を可能とした。
◆耐震安全性︓構造体Ⅱ類、非構造材B類、建築設備乙類とする。
◆木造とすることで建物が軽量となり、基礎のサイズダウンが見込めるなど、工事費を抑えることができる。

・木の柔らかさや断熱性の高さを利用し、明るくあたたかい雰囲気の内装とする。
・既製品に頼らない建築的遊具や家具を製作し、子どもの好奇心を高める。

小さな家

施設づくりのコンセプト

木造トラス

平屋の建物が敷地を大きく囲む「中庭型」の見渡せる構成により、安心感のある「心のよりどころ」になる

高いところで
かけっこだ！

園児の元気な姿が
建物越しに見える!

いただきまーす！

よちよちの庭

保育室
（0,1才）

幼児遊戯室
（ランチルーム）

保育室
（2,3才）

散策の小路

保育室
（4,5才）

回廊デッキ

みんなの庭
（園庭）

緑化駐車場

駐車場

駐輪場

緑化駐車場

交流ラウンジ
子育て支援室

職員室

職員休憩室

ﾒｲﾝｴﾝﾄﾗﾝｽ

まちの縁側

だんだんデッキ

野菜が
育ってきたね～

あっ！ 川に
カエルがいたよ

登ったり滑ったり
楽しい！

囲まれているから
安心して遊べるね 運動場

絵本コーナー

デン

内庭

こどもたちが
良く見える

芝のお庭で
ひなたぼっこ

せんせい
おはよ～

隙間からこどもの
遊ぶ姿が見える

緑が見えて
リラックスできる

柵がないから
閉鎖感がなくていいね

親子教室
実施中ー

○○ちゃんママ
　　元気～？

【 みんなの庭から園舎を見る 】
園庭を囲むことで、しっかりと守られた安心感が生まれる。
元気に走り回る子どもたち、空だけが見える園庭、守られながらも開放的な居場所。

【 回廊デッキから園庭を見下ろす 】
回廊デッキは 園庭の延長であり、立体的な遊び場となる。
運動会や地域のイベント時には、観客席の役割をはたす。

【 幼児遊戯室内を見る 】
柱の少ない木造トラスのダイナミックな空間を基本とするが、子どもスケールの空間
(小さな家、デン、絵本コーナー等)を設け、子ども一人ひとりが自らの居場所を選び、
または 創造できるような空間構成とする。

間々田地区新設保育所に伴う設計業務委託公募型プロポーザル　技術提案書－1

■ 子どもの好奇心を高め、発達・成長を支える ■ 子どもの生活と遊びの場として、安心して楽しく過ごすことのできる空間

・ケガしにくい納まりや、抗菌素材を選択する。
・腰部ガラスは「強化ガラス＋飛散防止フィルム貼り」とする。

圧迫感がないから
親しみが持てるね
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建築概要　　構造：木造平屋　 建築面積：1632.50㎡　 延床面積：1745.00㎡

保育室は収納を、幼児遊戯室はステージ、小さい家を除いた内法面積
園庭（運動場）は平地部分から遊具を除いた面積

部屋名　　　　　　  内法面積 部屋名 壁芯面積
乳児室（０才）　　12+2人 46.69 ㎡ 病児保育室 27.00 ㎡
ほふく室（１才）　24+2人 86.72 ㎡ 交流ラウンジ 兼 会議室 40.00 ㎡
保育室（２才）　　24+3人 54.18 ㎡ 相談室 18.00 ㎡
保育室（３才）　　30+4人 67.73 ㎡ 職員室（含 医務ｺｰﾅｰ・給湯） 60.00 ㎡
保育室（４才）　　30+3人 65.61 ㎡ 児童用トイレ 計55.40 ㎡
保育室（５才）　　30+3人 65.61 ㎡ 大人用トイレ 計40.60 ㎡
乳児プレイルーム 37.06 ㎡ 職員休憩室(更衣室は除く) 39.60 ㎡
幼児遊戯室 (兼ランチルーム) 調理室・アレルギー用調理室 75.00 ㎡

114+16人 資料室 32.00 ㎡
一時預かり室　　　　17人 34.20 ㎡ 倉庫 24.00 ㎡
園庭（運動場）　114+86人 660.00 ㎡ 屋外倉庫 40.00 ㎡

258.40 ㎡

定員(+拡充人数)

屋外倉庫

調理室・
ｱﾚﾙｷﾞ-用調理室

保育室
（2才）

保育室
（4才）

洗濯室

絵本
ｺｰﾅｰ

よちよち
の庭

資料室

倉庫

児童用トイレ

児童・大人用
トイレ

災害用
備蓄倉庫

小さな
家

病児保育室

乳児室（0才）

調乳

相談室

大人用
トイレ

沐浴
トイレ

職員休憩室

食品
庫

休憩室

幼児遊戯室 兼
ランチルーム

倉庫倉庫

駐輪場
10台

一時預かり室

交流ラウンジ
子育て支援室
（会議室）

大人
トイレ

乳児ﾌﾟﾚｲﾙｰﾑ

設備スペース

搬入路

散策の小路
歩道

駐車場
52台

（雨水貯留槽埋設）

（雨水貯留槽埋設）

給湯

収納

収納
収納

ｼｬﾜｰ
ﾌﾟｰﾙ

水場

回
廊
テ
ラ
ス

水場

デン

遊具

ほふく室（1才）

更衣
室

設備スペース

ゴミ
集積場

遊具

医務

保育室
（3才）

保育室
（5才）

児童
トイレ

畑
畑

収納

だんだんデッキ

遊具

水場

回廊テラス

回廊テラス

すべり台

ステージ

小さな
家

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

防火壁

平面図　S＝1/500

断面図

職員室

トイレベンチ

(緑化ブロック)
小川

「回廊デッキ」
・子どもたちが走り回れる、
　高さ約2.7mのもう一つのトラック
・運動会や地域のイベント時には観客席にもなる
・外壁や高窓のメンテナンスデッキも兼ねる

・園内にトイレベンチ、レジリエンストイレ、備蓄倉庫などを設ける
・職員室、交流ラウンジ、調理室には太陽光非常用電源を設置

　■災害時も安全な居場所となる施設

【 地域で育てる/地域を育てる 「まちの縁側」 】
・子育て支援イベントや 保護者の交流スペース
・個別のアプローチを設け、休日などの独立利用が可能
・地域の方、保護者どうしの語らいスペースとなり、コミュニティーを育む
・ベンチやデッキを備え、気軽に立ち寄れる 開放的なつくりとする

【 園庭より 「だんだんデッキ」を見る 】
・すべり台やスロープ等を備え、遊び場や観覧席にもなる
・基礎工事の発生土を利用した デッキ材と植栽の丘

乳児専用の「よちよちの庭」
　人工木材や芝生により
　安全で静かな庭

・地域イベントを積極的に受け入れ、
　地域文化に触れることができる環境とする
（蛇まつり、バルーン係留、各種お祭り等）

送迎エントランス

「みんなの庭（園庭）」
　　　= 内庭 + 運動場 + だんだんデッキ

　21m×34ｍ 子どもスケールの適度な広さ
　　　トラック︓10m×18m
　　（内周約25m、外周約32m）

■一時預かりや相談、特別な事情への対応
・職員室に近接しタイムリーな対応が可能
・職員室は園庭や駐車場にも目が届く

■感染症対策・医療ケア児の積極的な受入れ
・病児保育室に専用入口を設ける

【 保育室から 園庭を見る 】
・保育室ごと 軒下空間のような、守られながらも見渡せる空間
・可動収納により、定員の増減や様々な使い方に対応する

セキュリティゲートを示す

【 幼児遊戯室から 回廊テラス、園庭を見る 】
・建具を開け放つと、半屋外の回廊テラス～園庭へと、ひとつながりになる
・回廊テラスを通れば 他の部屋に回遊できるため、子どもたちは園内を
  自由に のびのびと走り回ることができる

絵本
コーナー

守られて一体感のある園庭、園舎

回廊テラス ほふく室

高さ約2.7ｍのもう一つのトラック
イベント時には観客席になる

緊急車両が通過できる高さ

建物外周は軒高を低くし、
周辺への威圧感を低減した外観

走り回ったり、登ったりできる場所（地続きの保育室とみんなの庭、回廊デッキ、だんだんデッキ等）は子どもたちの心身の成長・発達を支える

だんだんデッキ

遊戯室
回廊デッキ

みんなの庭

保育室

よちよちの庭

砂場

まちの縁側

■バリアフリーやユニバーサルデザインに配慮
・バリアフリー基準に適したスロープと階段とする
・全ての利用者が安心、安全に利用できるよう
　ユニバーサルデザインを積極的に取り入れる

駐車場に歩道を設け、
見通しや飛び出しに配慮

｢食育の窓」
ガラス越しに子ども達が
調理風景を見られる

■ 子どもたちが生活する場としてふさわしく、安心で快適な空間　【提案課題①】　　■ 地域に開かれた子育て支援施設　【提案課題②】

「小さな家」
家具のような、子どもサイズの家
地域の人とワークショップで
つくっても良い

回廊デッキ

子どもたちの日常生活ゾーンを1階とする

庭に木陰をつくる

■地域のイベントなど保育事業以外に多目的に活用

【 散策の小路 】
・ビオトープや菜園をつくり、子どもたちが土や水、草木や生物に
 親しみ、自然環境について考えるきっかけを提供する
・非常時には避難経路ともなる

（運動場）

（内庭）

  防火水槽（想定）
（消防協議による）

みんなの庭
（園庭）

（運動場） （内庭）

トイレベンチ

間々田地区新設保育所に伴う設計業務委託公募型プロポーザル　技術提案書－2

芝生の丘や砂場のある 内庭

太陽光パネル

（会議室）

アプローチ
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建築設計

外構設計

家具計画

市担当部署 ● ● ● ● ● ● ● ●
保育職員 ● ● ● ●

園児・保護者 ● ● ●
近隣住民 ● ●

都市計画法手続
品質管理

コスト管理

2024（R6） 2025（R7）

事業スケジュール

WS

　　　　　DR1　　　　　　　　　DR2 　　　　　　DR3　　　　　　　　DR4　　　　　　　DR5

基本計画
基本設計

実施設計
積算

工事業者
選定・契約

工事着工

CGや模型にて
わかりやすく説明

職員も各種の
仕様決定に参加

予算計画書

設
計
業
務

精査

概算工事費 単価・ボリュームチェック 調整積算

事前協議 まちづくり条例申請 / 開発行為申請 他 許認可

基
本
設
計
図

基
本
計
画
書

成
果
品

最終成果品
の確認

計
画
通
知

省
エ
ネ
法

品質管理：将来のメンテナンス費
を含めて総合的に検討し、最善の
材料、工法、設備等を選定

・構造、設備検討
・基本図面、仕様
・基本家具ﾚｲｱｳﾄ

・基本設計を基に工事にむけた確実な詳細設計
・構造、工法、コスト、安全性等の綿密な検討
・県産材活用など材料の選定

基本図面での打合

設計内容を示す
概要版原稿を作成

・条件整理
・基本方針 実績

・保育施設に精通した経験豊富な担当者からなる特別チームを編成。
・5
・本計画では
・チーム内に女性や子育て世代も多く、利用者と同じ目線になって施設を考えつつ、

専門家として適格な業務に当たる。

保育職員

子ども
保護者

近隣住民

市担当部署

5つの専門技術バックアップチーム

業務主任技術者（総括）

構造
設計主任者

建築・総合
設計主任者

電気
設計主任者

機械
設計主任者

設計チーム

サイン・遊具・ランドスケープ・積算・防災

セキュリティライン

視線

園庭

職員室

0,1 才2,3 才

4,5 才

駐車場

送迎エントランス

遊戯室

　　-2
（2 クラス）

 5 才児室
（1 クラス）

乳児プレイルーム

ほふく室

乳児室

4 才
・

5 才

4.5 才を一体利用通常例

歩き始め

ハイハイ
ずりばい

寝返り

発育による分け方通常例

4 才児室
　-1

回廊
テラス

回廊
テラス

回廊
テラス

回廊
テラス

・ 計画では、 回廊テラスを半屋外（屋根のある屋外通路）としているが、
　サッシ位置を変更して 「屋内化」 の設計とすることも可能。
　　→回廊テラスは床面積に含んでいるため、 室内化した場合も床面積の増は無い。
　　→サッシ位置を変更すれば、 さらなる定員の弾力化にも対応できる。

・ 可動式収納の配置により、 使い方や子どもたちの状態など　様々な環境の変化に対応する。

例 例

・豊富な経験を生かした きめ細かい設計、徹底したコスト管理、品質管理/デザインレビュー（DR）を行う。
・市や運営者だけでなく、保育職員、子ども、保護者とのワークショップ(WS)やヒアリングにより、関係者が積極的に参加できる仕組みを整備。

床暖房
給湯

守られている園舎と園庭

1.建築形態の工夫や外皮性能による環境負荷の低減
・太陽熱 集熱器
　調理室の給湯、
　温水床暖房に利用

・光のコントロール
　庇(回廊デッキ)やルーバーにより
　室内への直射日光を和らげながら
　明るさを確保しつつ眩しさや空調負荷を軽減

・風から守る
　園庭を囲む建物形状が
　卓越風の直接的な影響をやわらげる

■ 地球環境への配慮　【提案課題④】

・太陽光パネル
　日常の電力利用だけでなく、
　職員室や調理室の
　非常用電源としても活用

・地下水の利用
　地下水は外気に左右されない再生可能エネルギーであり、
　安定した水温を利用した冷暖房（PS）に活用する
　また、空調使用後の水は園内の「散策の小路」の小川の
　水として再利用

ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ
室外機

散策の小路
（小川）

自然の採光、熱、空気の流れを制御し、エネルギー消費量を抑えながらも
快適な室内環境をつくり出す「パッシブデザイン」を基本とする

設備イメージ

■ 保育士等職員が働きやすい環境整備　【提案課題③】

自然エネルギーを最大限に利用し、「nearly ZEB」を目指す（nearly ZEB︓年間の一次エネルギー消費量を省エネ基準の25％以下まで抑えること目指した建築）

4.SDGsに貢献する工法、材料
□主要な部屋（保育室、遊戯室など）︓輻射式冷暖房※

　　　　　※輻射の原理を利用し、部屋全体を冷やす/暖める空調方式
　　特徴
　・ムラの無い自然な温度変化と安定した涼しさ/暖かさをつくる
　・機器からのドラフト（風）を感じない
　・体感温度における省エネ効果がある

・雨水利用
　タンクに貯留し、庭の散水
　やトイレ洗浄に利用

・制御する窓
全てペアガラスとし、直射日光が当たる
部分はLow-Eペアガラスとする
また、負荷低減と経済性を勘案し、
木製サッシとアルミサッシを使い分ける

・十分な断熱性能
　屋根︓200㎜
　壁︓150㎜
　床︓100㎜

（吹付断熱を想定）

2.建築設備への自然エネルギーの利用
・脱炭素社会の実現のため、建物は環境負荷の
　少ない木造を採用（一部は鉄骨造）

・流通材である小径木材を構造材に多用し、
　後の活用を可能とする

・木造でつくることによる植林・伐採・建築・解体の
　リサイクルの輪を通じて サステナビリティに寄与する

3.快適性と省エネ性を兼ね備えた空調設備

例　「床輻射 冷暖房」
床下空間に冷温風を吹き、床からの
輻射熱によって室内全体を快適な
温度環境に保つ

・ 発生土（根切土）をだんだんテラスや築山に
　利用し、廃棄物を抑制し、コストを削減する例　「PSパネル冷暖房」

ルーバー状のパネル内に冷水/温水
を循環させ、パネルからの放射と
自然対流を利用したシステム

□個別利用の部屋︓高効率パッケージエアコン（ヒートポンプ式）
（十分な地中調査によって地中熱利用も検討）

井戸ポンプ

　・設計当初および設計中に、職員の方々によるワークショップを開催。
　・各種仕様決定時に、職員が参加できる体制とする。
　・職員休憩室を環境の良い位置とし、リフレッシュできる居心地の良いスペースとする。

　・部屋が園庭を中心に向かい合っているため、視認性が高い平面構成である。
　・職員室は送迎エントランス、園庭、駐車場に目が行き届く位置とした。

　・建物で囲う構成により、園内への直接の侵入路を絞る。
　・セキュリティラインはイベントに応じて開閉し、開放度が選択できる。

　・保育室は「可動収納」で2室を間仕切ることで、定員の弾力化や
　　クラス分けなど、フレキシブルな使い方に対応する。
　・職員が創造性をもって、工夫して使用することができる空間構成とする。

　・汚れやすい腰壁部は、拭き取りやすい材料とする。
　・内装仕上げ材（特に床材）は掃除が容易な材料とする。
　・水回り（トイレなど）の配管メンテナンスを考慮し、床下ピットを設置する。
　・内装仕上げの長寿命化と更新時を低コストにする材料の選択。

■ 実施手順 及び 工程計画（設計プロセス）　【提案課題⑤】

PS PS

・効率的な自然換気
　重力換気を考慮した
　断面形状と窓の配置

・保育施設に精通した経験豊富な 担当者からなる特別チームを編成。
・5つの専門技術のバックアップチームが的確にサポート。
・本計画ではCASBEE（建築環境総合性能評価システム）認証取得を目指す。
・チーム内に女性や子育て世代も多く、利用者と同じ目線になって施設を考えつつ
　専門家として適格な業務に当たる。

豊富な実績をもとに関係者の声を形にするチーム体制

■ 子どもの安全を見守るための視認性や、施設管理に配慮した諸施設の配置

■ 建物の防犯について

■ 職員の意見を積極的に取り入れ、働きやすい職場環境を目指す

■ 日々の清掃やメンテナンス性を考慮したデザイン、仕上げとする

■ 子どもや職員の変動や状況の変化に柔軟に対応できる諸室の構成

間々田地区新設保育所に伴う設計業務委託公募型プロポーザル　技術提案書－3


